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令和３年９月に18歳以上の町民180人に行った意識調査の結果の一部を紹介します。
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　国では、平成11年に男女共同参画社会基本法を制定し、男女共同参画社会の実現を目指しています。

これは、一人ひとりが仕事、家庭、地域生活等、多様な活動を自らの希望に沿った形で展開できる社会

づくりを目指すものです。

　国や県と比較すると、賛成（どちらかといえば賛成を含む）の割合は低く、反対（どちらかと言えば反対を含む）

の割合は大きくなっています。

みんなで考えよう
東栄町の男女共同参画社会

わたしたち

男女共同参画社会って何？

東栄町における男女共同参画に対する意識

　町の審議会等に占める女性委員の割合は、愛知県や国に比べ大きく下回っていることが分かります。

その原因について今回調査したところ、図表3のとおりとなりました。

すべての人が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、個性と能力を発揮
できる、多様性に富んだ活力ある社会　（出典：愛知県男女共同参画啓発リーフレット）

図表1

図表２

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について（国県との比較）

審議会等に占める女性委員の割合

　これまでも町では、人と人とのつながりや、相互の緩やかな支えあいによって、地域での

暮らしを大切に守ってきました。

　また、地域の担い手が減る中、性別や年齢を超えて協力しあい、時代に合わせた工夫を

重ねながら、地域づくりや伝統文化の継承等が行われています。

　これからも、可能な限り住み慣れた地域で暮らしていくことは、町に暮らす人の願いです。

　ひきつづき性別や年齢にとらわれることなく、一人ひとりを大切にしながらまちづくりを

進めていくため、東栄町の男女共同参画プランを策定しています。
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　専門有識者の方を交え、住民9名の住民部会と、町内事業者の代表者

9名による事業者部会の2部会で策定に向けた議論をしています。現在、

策定案について意見募集（パブリックコメント）を実施しています。

　　受付期限　1月31日（月）～3月1日（火）

　　閲覧方法　①町ホームページ または　

　　　　　　　　　②振興課(土日祝日を除く午前8時30分～午後5時)

　　受付方法　書面による提出、郵送、FAX、メール

　国では、毎年6月23日～29日

を男女共同参画週間としてい

ます。

　現在、内閣府ではそのキャッ

チフレーズを募集しています。　

みんなで考えよう 東栄町の男女共同参画プラン

図表３ 政治等の方針決定過程に女性参画が進んでいない理由（複数回答）

「将来にわたって暮らし続けられるまち」 を実現する 「東栄町男女共同参画プラン」

　基本理念　　性別や年齢に関わりなく、誰もが健やかに暮らし、未来への橋渡しができるまちの実現

　基本目標　　①一人ひとりがお互いを大切にしあう

　　　　　　　　　②多様な力や考え方が重なる

　　　　　　　　　③一人ひとりが自分を大切にする

これまでのまちづくりや住民の意識の他、社会経済情勢の変化を踏まえ、次のとおりとします。

　図のとおり、男女共同参画プランは、総合計画及び町の各種計画

すべてと関わる横断的な計画です。これは、政策全般に関わる全て

の分野の計画や事業において、男女共同参画社会推進の視点を

取り入れることを示しています。

まちづくり基本条例や総合計画との関係性

詳しくはコチラ 詳しくはコチラ

「男性優位の組織運営」との回答がもっとも多く、次いで「性別役割分担や性差別意識」との回答でした。

（143人）

（62人）

（80人）

（1人）



誓いの言葉を述べる伊藤優希さん
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TOWN TOPICS
まちの話題

　12月17日(金）、中学校全校生を対象にのき山学校で、

東栄キッズワークショップが行われました。

　椙山女学園大学の阿部順子先生をはじめ、大学生のみ

なさんと中学生が班になり、のき山学校を見学しながら、

「どんな活用方法があるか」 「どんな空間にしたいか」を

スケッチブックにまとめ発表しました。

　発想力豊かに一人ひとりが意見を出し合い、どの班も夢

が広がる素敵な空間をデザインしました。

夢が広がる空間デザイン

　1月13日(木)、東栄中学校でSDGsについてカードゲ

ームを通して理解を深める取り組みを行いました。これ

は、商工会と中学生が行っている、オニスター焼きのパッ

ケージ作成に向けた活動の１つです。今回学んだSDGs

の考えを、パッケージのアイディアに反映し、6月に開催予

定の『ホタルのさんぽ道』での販売を目指し取り組んで

いきます。

オニスター焼き
パッケージ作りに SDGｓ

　１月９日（日）、東栄中学校体育館で東栄町成人式が行われ、２８名の

新成人のうち、２５名が参加しました。

　式典では、新成人としての抱負や感謝の気持ちを述べて一人ずつ入場。

村上町長は、「若さを生かし、大胆な発想とエネルギーを町づくりにも向

けていただき、今後、ともに力を合わせて素晴らしい東栄町をつくる人

となってくださることを期待します。」と新成人を激励しました。

　続いて、新成人を代表して伊藤優希さんが、「ふるさと東栄へ感謝の

気持ちを忘れず、誰かの支えとなるような立派な社会人となれるよう

日々精進することを誓います。」 と力強く誓いの言葉を述べました。

令和４年 東栄町成人式令和４年 東栄町成人式

のき山学校



障害者、未成年者、寡婦、ひとり親の場合
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　「明神山」への登山者の安全確保

につなげることを目的として、登山口

（三ツ瀬口・柿野口）へ入山届記載台

を設置しました。

　備え付けの入山届用紙に記入いた

だき、記載台のポストへ投函してくだ

さい。入山届用紙は持参したものを

投函して頂いても構いません。

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（１世帯あたり10万円）は、住民税均等割非課税世帯や令和

３年１月以降に新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあった世帯を支援する新たな給付金です。

給付金を受給するためには、手続きが必要です。

扶養親族を１人扶養している場合

扶養親族を２人扶養している場合

扶養親族を３人扶養している場合

扶養親族を４人扶養している場合

扶養親族を５人扶養している場合

１３７．８万円

１６８．３万円

２０９．９万円

２４９．９万円

２８９．９万円

２０４．３万円

観光施設安全対策設備設置工事を行いました

世帯全員の令和３年度「住民税均等割が非課税」の世帯

令和３年１月以降の収入が減少し「住民税非課

税相当」の収入となった世帯 （家計急変世帯）

扶養している親族の状況 非課税相当収入限度額

●問い合わせ先　住民福祉課 ☎７６・０５０３

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金（10万円/1世帯）のご案内

受給には手続きが必要です

※これを超える場合は、上記の被扶養者数に応じた区分を適用します。

　東栄町の主要な観光資源の「明神山」「蔦の渕」の安全対策設備の整備を行うことにより、

来訪者の安全確保、事故の抑止、観光・交流促進を図ります。
整備したも

の

明神山登山口への

入山届記載台の設置
　蔦の渕を訪れる方の安全確保、利便性向上を目的として、遊歩道・

とうえい温泉敷地内へ案内 ・注意喚起看板（地図看板）、 注意喚起

看板（水の事故注意、急な階段注意）を設置しました。

　「奥三河のナイアガラ」蔦の渕

（つたのふち）は渕の中の水流

が急で、過去には死亡事故も

発生しています。水難事故防止

のため、渕の中には入らないで

ください。

　明神山・蔦の渕の情報に

ついては「観光まちづくり

協会」ホームページで発信

しています。

蔦の渕遊歩道等への案内・注意喚起看板の設置

オニスターからのおねがい

（三ツ瀬登山口に設置した入山届記載台）

町から確認書が届きます（要返送） 発送予定：令和４年２月上旬から順次発送

申請期限：令和４年５月３１日（火）

中身を確認して、町に同封の返信封筒で郵送してください。

【確認事項】 ①記載された給付金振り込み口座番号に誤りがないか

②住民税が課税されている方の扶養親族のみの世帯ではないこと

申請期間 令和４年３月7日（月）～９月３０日（金）

給付金を受け取るには、申請が必要です。

※住民税非課税相当・・・世帯全員のそれぞれの年収

　 見込額 （令和３年 1月以降の任意の１ヶ月収入×

　 12倍）が町民税均等割非課税水準以下であること
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●問い合わせ先　税務課 ☎７６・１８１４

町県民税の申告相談は予約制で行います

来
場
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

　

会
場
の
混
雑
緩
和
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
の
た
め
す
べ
て
の
会
場
で
来
場
予
約
が
必
要
で
す
。

予
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署
で
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
｟
一
部
住
民
税
申

告
を
希
望
す
る
方
を
除
く
｠
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く

町県民税申告受付日程

　

前
年
中
｟
令
和
３
年
１
月
か
ら
㕱㕲
月
ま
で
｠
の
所
得
等
の

申
告
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
の
町
県
民
税
を
算
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
料
は
じ
め
各
種
保
険
料
や
保
育
料
な
ど
の
算
定
基
礎

と
な
り
、
申
告
が
な
い
と
保
険
料
の
軽
減
対
象
と
な
っ
て

も
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
ず
、
様
々
な
手
続
き
に
必
要
と

さ
れ
る
所
得
証
明
書
等
の
発
行
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
期
間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

・
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
東
栄
町
に
住
所
が
あ
る
方

　

｟
住
民
票
で
は
な
く
生
活
の
本
拠
｠

・
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
｟
申
告
特
例
除
く
｠
等
を
申

　

告
さ
れ
る
方

・
会
場
で
の
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
発
熱
や
体
調
不
良
の

　

あ
る
方
は
、
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
会
場
で
は
手
指
消
毒
を
行
い
、マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
会
場
の
３
密
回
避
の
た
め
、
速
や
か
な
申
告
が
行
え
る

　

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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22㎢
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Ӽ㎣

ӽ㎤

4㎥

ԁ㎡

ԃ㎣

ӻӺ㎤

1ӻ㎥

ӻӾ㎡

15㎢

町内๺ࡰ

町内๺ࡰ

町内๺ࡰ

ྙ༘Ք平࡮Քැ所Ք༘ऀ

ෆ༭Ք౦原

日୶Ք日࢈Քࣧࢂ

本੻Ք加ਵ保Ք中在ऌՔూ׹ญ

中็ॼ

୞ࣆ

໑௔

月

ଽ୅

ၼ௠Քओ内

東ࣘኬ

ూุ׹Ք๖ॳՔฦࣘኬ

ॣኾՔᅐᎎ

ᆑ๖

༉Ք൚፟ࡈ

౦場Ք൪؃本ՔቋဂՔ金౹住༔

ᇠ所Ք寄ઝՔ൚ኾՔႏ״ဂ

町内๺ࡰ

町内๺ࡰ

町内๺ࡰ

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ᅪ೧ື

ూ፤״بװט׻؀ؚؔר՛

ᄂ集会所

本੻ື

中็ॼ生活ू๷״بװ՛

୞ࣆ༌ႏ集会所

໑௔生活ू๷״بװ՛

月集会所

එଽ୅生活ू๷״بװ՛

ၼ௠集会所

Ꭱ人ૠփ֭ऌӨ東ࣘኬື

๖ॳ集会所

ॣኾ集会所

ᆑ๖ື

ැ和ື

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ዂ場分ྃ಻Ӡ༌ӻ会ਢಬ

ԃԄӺӺ⿤ӻԀԄӽӺ

ԃԄӺӺ⿤ӻԀԄӽӺ

ԃԄӺӺ⿤ӻԀԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӾԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӻԄӽӺ

ӻӽԄӽӺ⿤ӻӿԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӾԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӾԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӻԄӽӺ

ӻӽԄӽӺ⿤ӻӿԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӻԄӽӺ

ӻӽԄӽӺ⿤ӻӿԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӻԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӻԄӽӺ

ӻӽԄӽӺ⿤ӻӿԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӻԄӽӺ

ӻӽԄӽӺ⿤ӻӿԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻӾԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻԀԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻԀԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻԀԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻԀԄӽӺ

ԃԄӽӺ⿤ӻԀԄӽӺ

月 日 地　　区 会 場 ・ 時 間

Å各会場ַ֭来場֪֮事前֭予約֋必要֦֘Փ
Å混雑緩和֭֞׀དતᇠ֪ત分֖֥փֽ֘֋Ւ໢དત֭方ׁ֦受付ֽ֖֦֭֘Ւ֓予約֎֟֔փՓ
ӠӨֽ֞Ւዂ場ັ୵֦֭申告相ཎ֦֮֌ֽ֦֚֭גՒ予֓׀ፇ承֎֟֔փՓ
Å相ཎ֭予約֮Ւ各会場೸ፇӽӺ分前ֽֽ֦֧֩֘׉Փ

２月１６日（水）～３月１５日（火）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

Å

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
｟
記
載
事
項
が
住
民
票
と
相
違
な
い

も
の
に
限
る
。
個
人
番
号
通
知
書
は
ご
利
用
に
な
れ
ま

せ
ん
。
｠
又
は
個
人
番
号
記
載
の
住
民
票
の
写
し
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
う
ち
１
点
に
加
え
、
運
転

免
許
証
な
ど
顔
写
真
の
あ
る
本
人
確
認
書
類
を
１
点

又
は
国
民
健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
の
な
い
本
人
確

認
書
類
を
２
点
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
給
与
又
は
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
｟原
本
｠ӨÅ

紛
失
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
｟農
業
や
営
業
な
ど
の
所
得
の
収

入
と
支
出
の
内
訳
を
記
載
し
た
内
訳
書
｠

・
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
支
払

証
明
書 

｟原
本
｠

・
医
療
費
控
除
の
明
細
書 

｟医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医

療
費
通
知
や
領
収
書
を

「医
療
を
受
け
た
人
」
「医
療
機
関
」

ご
と
に
集
計
し
た
明
細
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
集
計
し
た
領

収
書
な
ど
は
、
５
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
｠

・
利
用
者
識
別
番
号 

｟以
前
の
申
告
で
取
得
さ
れ
た
人
｠

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
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㈲松並重機

㈱ワキタ商会 岡崎営業所

㈱島津製作所 名古屋支店

㈱島津製作所 名古屋支店

㈱佐々木組

工事

物品

物品

物品

工事

業種

22,600

12,010

川角地区かんがい排水整備工事

デジタルX線透視撮影装置

X線一般撮影装置

全身用X線骨密度撮影装置

桑原浄水場導水管更新工事

工　事　名　等

度
年
３
和
令12

月

果
結
札
入
の

計

業者名等 予定金額【千円】

2,030

18,000

5,400

9,400

11,700

46,530

落札金額【千円】

※税抜き

住民健診初めの一歩 
　行こう・受けよう・住民健診。令和4年が始まり早くも1か月。今年も年の初めに、いろいろな夢や目標

を掲げた方も多いことでしょう。皆さんの目標のひとつに、住民健診も加えましょう。

　東栄町の住民健診は、皆さんのご協力をいただき集団健診を11月に完了することがで

きました。新型コロナ感染症の拡大は、私たちの生活に大きな影響を与えています。全国

の医療機関では、健診の中断を余儀なくされた医療機関や、受診者の方が、健診受診を

見合わせたといったことも耳にしています。

コロナ禍の住民健診

　東栄町においても、住民健診の実施体制の見直しをせざるを得ない状況にありましたが、東栄医療セン

ターの協力を得て、集団健診を実施することができました。感染対策のため、健診実施体制を予約制とし、

受診人数の調整を行いました。住民の皆様にはご不便をおかけした部分もありますが、住民健診を希望す

るすべての方に受けていただくことができました。

　令和4年度の住民健診の申込み案内は、来月3月号の広報と一緒に回覧を予定していますが、今回、一足

お先に健診の申込方法等についてご紹介します。

コロナ禍で健康を見つめなおす・ 今だからこそ受けたい住民健診

令和4年度 住民健診を申し込みましょう

3月号の広報と一緒に希望調査票が各世帯へ到着。

希望調査票の希望する健診項目に〇を記入。

返信用封筒で役場へ送付。 期限は令和4年3月末!!

健診の問診票は、夏組（5月末〜6月） ・秋組（8月末〜9月上旬）に分けてお届け予定です。

　健診結果は、保健師が各地区を巡回し、結果の見方や生活習慣についてお話をしています。各地区の

個性がキラリと光る健診結果説明会は、1年間のつもりに積もった出来事で会話がはずむ時間です。年

を重ねるごとに、同じような食事や運動をしていても、長年使い動き続けてきた体のため、どこかかしこ、

ガタガタとくるものです。今まで頑張ってきた体を認め、いたわり、年齢に見合った生活習慣を見直す機

会となれば幸いです。

　来年度の健診結果説明会は、皆さんが足を運びやすいように、さらに多くの方とお顔を合わせられる

よう、オニスター号と一緒に巡回・おいでん家での開催等を検討しています。

健診結果を確認しましょう・あなたの今を伝えます

(写真の調査票は令和3年度のものを使用しています)

1

2

3

4
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天文台通信

＜東栄町の人口推移＞
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広報とうえい  2022.2月号9

　本郷区の環境整備を目的としている「かねば会」。

　毎年実施しているイルミネーション事業を今年度も

実施しました。

　これまでの弘法山の遊歩道沿いの草刈り作業、植栽

事業等は完了し、今後も本郷区の景観づくりのために、

地区内の環境保全活動、美化活動を引き続き行って

いく予定です。

かねば会　1年で最も寒いこの時期。明るい星々が集まっ

ている豪華な冬の星座が見頃です。その中を流

れる冬の天の川は大変淡く、本当に空のきれい

な場所でしか見ることは出来ません。

　最近はLEDランプの普及で夜空が大変明るく

なり、星がきれいに見える場所は年々減少して

います。写真の右側は西の方角。名古屋方面の

明りで星が見えにくいのが分かります。

冬の星座・天の川

　東栄町ふるさと寄附金（ふるさと納税）を通じて、

町外にお住まいの方から東栄町へ寄附をいただい

ています。

　令和３年は１月１日から１２月３１日までの１年間で

３３１名の方から、

　　　　　　　　　　　　　　　のご寄附をいただきました。

　誠にありがとうございました。

　また、 「花祭をぜひ復活して下さい。」、 「とにかく

東栄町が好きで、とうえい温泉に定期的に赴いてい

ます。これからも応援しています。」

といったメッセージも添えていただきました。

いただいた応援を励みに、

町がもっと元気になるよう

に取り組んでまいります。

東栄町への応援、ご寄附、
ありがとうございました

　令和２年10月１日を基準日として実施した国勢調査

の調査結果がまとまりました。

　詳細は、愛知県統計課のホームページをご覧ください。

国勢調査 2020の
結果について

元気な地域づくり支援事業
の活動をお知らせします

６，１３４，０００円
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●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

求
職
者
支
援
制
度
の

特
例
措
置
に
つ
い
て

　

求
職
者
支
援
制
度
に
お
い
て
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
支
援
強
化
の
た
め
、
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
と
職
業
訓
練
対
象
者
の
要
件
を
緩

和
す
る
特
例
措
置
｟
令
和
４
年
３
月
㕳㕱
日
ま

で
の
時
限
措
置
｠
左
記
①
～
③
を
設
け
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
特
例
措
置
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　

午
前
８
時
㕳㕰
分
か
ら
午
後
５
時

㕱㕵
分
ま
で
｟Å

土
日
祝
を
除
く
｠

相
談
方
法　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
又
は
検
索
Ｉ
Ｄ
か

ら
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
人
権
相
談
」
を

友
だ
ち
登
録
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ア
カ
ウ
ン
ト
名
:
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
人
権
相
談
」

　
検
索
Ｉ
Ｄ 

:@
s
n

s
jin

k
e

n
s
o

u
d

a
n

対
象
者　
　

愛
知
県
在
住
の
方

①
働
き
な
が
ら
訓
練
を
受
講
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

②
親
や
配
偶
者
と
同
居
し
て
い
る
方
な
ど
が
、

給
付
金
を
受
給
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
急
な
都
合
な
ど
で
訓
練
を
欠
席
し
て
も
、

給
付
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動

①
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商
品
、

不
当
な
表
示
、
悪
質
商
法
な
ど
の
観
察
・

県
へ
の
情
報
提
供
｟
年
２
回
程
度
｠

②
地
域
・
周
囲
な
ど
身
近
な
方
へ
の
消
費
生

活
に
関
す
る
情
報
の
提
供

③
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
｟
年
１
回
｠

④
研
修
会
｟
年
１
回
の
予
定
｠
へ
の
出
席
｟
交

通
費
は
自
己
負
担
｠
な
ど
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
愛
知
県 

　

県
民
文
化
局
県
民
生
活
部 

県
民
生
活
課

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
１
６
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　
　
　

  

☎
０
５
２
・
９
５
２
・
８
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

｟
内
線
１
８
３
１
｠

●
届
出
手
続
き
等
の
問
い
合
わ
せ
先

　

軽
自
動
車
検
査
協
会 

愛
知
主
管
事
務
所

　
　
　

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
１
７
７
０

　

豊
橋
支
所

　
　
　

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
１
７
７
１

　

差
別
・
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
に
つ
い
て
、

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

名
古
屋
法
務
局
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
人

権
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

人
権
相
談
に
つ
い
て

　

毎
年
３
月
は
軽
自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
申
告

等
の
関
係
か
ら
、
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、

廃
車
の
届
出
が
集
中
し
、
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
名
義
変
更
及
び
廃
車
の

届
出
は
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
済
ま
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

名
義
変
更
、
廃
車
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
t
tp
://
w
w
w
.k
e
ik
e
n
k
y
o
.o
r.jp

軽
自
動
車
の
名
義
変
更

及
び
廃
車
の
届
出
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
消
費
者
行
政
の
推
進
に
御
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
条
件　

県
内
に
お
住
ま
い
の
満
㕱㕸
歳
以

上
の
方
｟
公
務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公

職
者
は
除
く
。
｠

任
期　

県
が
依
頼
し
た
日
か
ら
２
０
２
３
年

３
月
㕳㕱
日
ま
で

謝
礼
　
年
間
１
,
５
０
０
円
以
内
｟予
定
｠

募
集
期
間
　
２
０
２
２
年
１
月
６
日
｟
木
｠
か

ら
２
月
㕱㕸
日
｟金
｠ま
で
｟消
印
有
効
｠

応
募
方
法
　
市
区
役
所
、
町
村
役
場
、
各
県
民

事
務
所
等
の
広
報
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
す
る
所

定
の
応
募
用
紙
｟
１
月
６
日
配
布
開
始
予
定
｠

に
必
要
事
項
を
御
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
応
募
は
県
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
も

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

●
問
い
合
わ
せ
先 

　

経
済
課
農
林
係　
　

 

☎
７
６
・
１
８
１
２

　

東
栄
町
森
林
組
合　

 

☎
７
６
・
０
５
３
１

　

森
林
組
合
の
組
合
員
の
方
に
、
こ
れ
か
ら
の
山

林
管
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
森
林
整
備
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
期
限　

令
和
４
年
２
月
㕲㕸
日

回
答
方
法　

郵
送
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

森
林
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先 

　

県
政
策
企
画
局
地
方
創
生
課

　
　

 　

  

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
０
９
３

　

県
で
は
、
「
住
み
や
す
さ
」
を
は
じ
め
と
す
る

愛
知
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
発
信
・
拡
散
し

て
い
た
だ
く
「
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き
隊
」
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
方
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
隊

員
証
と
缶
バ
ッ
ジ
を
お
送
り
し
ま
す
。

活
動
内
容　

愛
知
の
魅
力
をT
w
it
t
e
r

、

F
a
c
e
b
o
o
k

、In
s
t
a
g
r
a
m

な
ど
の

S
N
S
で
「
♯
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き
隊
」
を

付
け
て
投
稿
し
て
い
た
だ
く
か
、
S
N
S
の

県
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
「
♯
愛

知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き
隊
」
を
つ
け
て
投
稿
｟
引

用
ツ
イ
ー
ト
｠し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

「
愛
知
の
住
み
や
す
さ
発
信
サ

イ
ト
」
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み

「
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き
隊
」

新
規
メ
ン
バ
ー
募
集
に
つ
い
て

森
林
組
合
の
組
合
員
の
皆
様
へ

愛
知
県

受
け
付
け
ま
す
。

く
だ
さ
い
。



｟
出
典

:
ダ
ス
キ
ン
ヘ
ル
ス
レ
ン
ト　

知
っ
て
お
き
た
い

「
要
介
護
者
の
防
災
対
策
」
｠

広報とうえい  2022.2月号11

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

ご
相
談
承
り
ま
す
！

　

今
回
東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
で

は
、
そ
ん
な
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

国
内
最
大
サ
イ
ト
で
あ
る  

「
C
A
M
P

F
I
R
E
」
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
『
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
っ
て
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
聞
き

た
い
』
、
『
挑
戦
し
て
み
た
い
！
』
と
い
う

事
業
者
や
個
人
の
方
に
向
け
て
、
当
協
会

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
た

サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

企
画
内
容
の
相
談
受

付
や
立
案
・
ペ
ー
ジ

作
成
・
広
報
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
や

っ
て
み
た
い
こ
と
が

あ
る
け
ど
い
き
な
り

投
資
を
す
る
の
は
難

し
い
、
幅
広
い
人
に

情
報
発
信
し
て
資
金

を
募
り
た
い
、
と
い

う
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
個
人

に
対
し
投
資
を
呼
び
か
け
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
規
事
業
や
新

し
い
取
り
組
み
、
地
域
活
動
な
ど
ア
イ
デ
ア

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
資
金
集
め
や
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
た
広
報
な
ど
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
栄
町
観
光

　
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

☎
７
６
・
１
７
８
０

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
Vol.55

み
ん
な
で

 

つ
く
る
！

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

食
料

常
備
薬
・
お
薬
手
帳

オ
ム
ツ
・
尿
取
り
パ
ッ
ド

●
東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
６
・
１
７
４
０

　

災
害
時
に
支
給
さ
れ
る
パ
ン
や
お
に

ぎ
り
は
飲
み
込
み
の
機
能
が
衰
え
て
い

る
人
に
は
食
べ
に
く
く
、
誤
嚥
｟
誤
っ
て

気
管
に
入
っ
て
し
ま
い
む
せ
て
し
ま
う

こ
と
｠
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
や
す

い
非
常
用
介
護
食
を
３
日
分
程
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
い
つ
も
食
べ
慣
れ
て
い

る
も
の
を
好
む
人
も
い
る
の
で
、
普
段

か
ら
時
々
非
常
介
護
食
を
食
べ
て
も
ら

う
習
慣
を
つ
け
、
多
め
に
用
意
し
て
お

く
と
良
い
か
も
し
れ
せ
ん
。
普
段
か
ら

水
分
に
ト
ロ
ミ
剤
を
使
用
し
て
い
る
方

は
飲
料
水
と
一
緒
に
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　　

災
害
時
は
薬
が
手
に
入
り
に
く
い
状

況
に
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
や
薬

剤
師
さ
ん
と
相
談
の
上
災
害
時
に
備

え
た
量
・
管
理
を
し
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。
お
薬
手
帳
を
持
っ
て
い
る
と

避
難
先
の
医
療
機
関
や
薬
局
に
も
薬

の
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

災
害
時
は
水
が
使
え
な
い
場
合
や
、

避
難
所
で
ト
イ
レ
が
使
い
に
く
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
段
ボ
ー
ル
に
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
敷
い
て
オ
ム
ツ
を
敷
く
と
簡

易
ト
イ
レ
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

自宅で介護されている方の災害時の備えはできていますか？
　
最
近
地
震
が
頻
発
す
る
中
で
、
「
介
護
し
て
い
る
中
で
大
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う

し
よ
う
。
」
と
不
安
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
雨
や
地
震
な
ど

が
発
生
し
た
時
、
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
の
災

害
の
備
え
に
加
え
て
、
介
護
に
必
要
な
物
も
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



小学校中学校

12

　

東
栄
小
学
校
で
は
、
月
曜
日
の
６

限
、
「
の
び
の
び
タ
イ
ム
」
と
題
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
企
画
・
運
営
し
て
全

校
児
童
が
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
級
単

位
の
企
画
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
や

学
年
を
越
え
、
「
や
っ
て
み
た
い
。
」
と

思
っ
た
仲
間
が
集
ま
り
、
ま
ず
は
、
児

童
玄
関
に
掲

示
し
て
い
る

指
定
さ
れ
た

日
時
に
名
札

を
貼
っ
て
、

順
番
を
予
約
し
ま
す
。
次
に
企
画
書

を
書
き
、
自
分
た
ち
で
時
間
を
見
つ

け
て
各
学
級
に
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

後
は
、
当
日
の
運
営
を
自
分
た
ち
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

㕱㕲
月
㕱㕳
日
｟
月
｠
に
は
、
６
年
生
２

名
が
企
画
し
た
「
学
年
対
抗
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
学
年
が
低
学
年
と
対
戦
す
る
と

き
は
、
利
き
手
を
使
わ
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
の
下
、
優
勝
は
３
年
生
。

　

こ
の
他
に
も
、
１
年
生
が
企
画
し

た
「
東
栄
小
シ
ャ
ボ
ン
玉
い
っ
ぱ
い

大
作
戦
」
、
学
年
を
越
え
た
仲
間
で

行
っ
た
「
文
字
探
し
ゲ
ー
ム
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

「
や
っ
て
み
た
い
」
か
ら
始
ま
り
、
お

互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
力
で
進
め
ま
す
。
失

敗
や
成
功
を
実
感
す
る
こ
と
の
で
き

る
「
の
び
の
び
タ
イ
ム
」
か
ら
、
教
科

の
学
習
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
力
を
高

め
て
い
ま
す
。

　

東
栄
中
学
校
明
神
祭
｟
=
文
化
祭
｠

を
行
い
ま
し
た
。

　

英
語
ス
ピ
ー
チ
、
共
生
タ
イ
ム
｟
総

合
的
な
学
習
の
時
間
｠
の
成
果
発
表
、

各
委
員
会
の
活
動
紹
介
、
縦
割
り
班

で
の
合
唱
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

合
唱
発
表
で
は
、
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
「
涙
そ
う
そ
う
」
「
花
は
咲
く
」

の
３
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
町
文
化

祭
で
の
発
表
か
ら
約
一
个
月
半
の
間
、

全
校
・
学
年
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
合

唱
を
届
け
よ
う
と
、
自
分
た
ち
で
練

習
計
画
を
考
え
、
放
課
の
時
間
も
使

っ
て
創
り
上
げ
た
合
唱
で
し
た
。

　

共
生
タ
イ

ム
や
合
唱
な

ど
、
短
時
間

で
発
表
で
き

る
形
ま
で
準

備
で
き
る
。

東
中
生
の
頼

も
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
、
役
場

税
務
課
の
尾
林
さ

ん
｟
本
校
卒
業
生
｠

を
講
師
に
招
き
、
租

税
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　

自
分
た
ち
の
生
活

は
多
く
の
税
金
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
り
、
「㕱㕰
億
円
あ
っ
た
ら
、

町
の
た
め
に
何
に
使
う
か
」
を
考
え

た
り
し
ま
し
た
。
税
の
知
識
だ
け
で

な
く
、
将
来
の
納
税
者
と
し
て
の
自

覚
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
、
専
門
学
校
の
講
座
の
中
か
ら
興
味

の
あ
る
分
野
を
２
つ
選
び
、
授
業
体
験
を
し

ま
し
た
。
工
学
や
建
築
、
農
業
や
福
祉
、
保
育
、

デ
ザ
イ
ン
、
調
理
、
理
美
容
な
ど
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
あ
る
授
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
型
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

後
期
体
育
デ
ー

の
び
の
び
タ
イ
ム

で
つ
く
力

明
神
祭
！

租
税
教
室
！

　

男
子
は
サ
ッ
カ
ー
、
女
子
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
競
い
ま
し
た
。
試
合
の
合

間
や
、
昼
休
み
な
ど
に
も
練
習
す
る
生
徒
が

多
く
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
体
育
デ
ー
。

終
了
後
、
学
年
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

12/1

12/2

農
業
教
育
共
同
実
習
所

　

初
日
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
分
解
、
翌
日
に

そ
の
組
み
立
て
と
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
分
解
と

組
み
立
て
、
３
・
４
日
目
は
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
ー
、
ド
ラ
グ
シ
ョ
ベ
ル
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の

運
転
、
最
終
日
は
実
習
の
ま
と
め
と
な
る
筆
記
試

験
を
行
い
ま
し
た
。

1
月
の
田
口
高
校　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
い
よ
い
よ
大
学
の
一
般
入
試

が
始
ま
り
ま
す
。
２
年
生
は
進
路
部
面
談
が
始
ま
り
、
１
年
生
も
進
路
指
導
部
講
話
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

～

12/7
10

林
業
科
２
年
生

●
先
生
た
ち
が
し
っ
か
り
教
え
て
く
れ

た
の
で
、
不
安
も
な
く
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
実
習
は
も
っ
と
や
り
た
か
っ
た
。

[

生
徒
の
感
想]

１
・
２
年
生



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手
続

き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

Å

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て
平
日
の

　

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
い
ま
や
私
た
ち
の
生
活
に

は
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
詐
欺
事
案
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
使
用
し
た
不
正

送
金
事
案
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
情
報
流
出
事

案
等
多
く
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
か
ら
大
切
な
自
分
の

財
産
や
情
報
を
守
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
確
実
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

有
名
企
業
や
金
融
機
関
等
を
装
っ
た
電
子
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
｟
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
｠

を
送
り
、
住
所
、
氏
名
、
口
座
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
番
号
等
の
個
人
情
報
を
詐
取
す
る
行
為
を

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
等
の
リ

ン
ク
か
ら
偽
サ
イ
ト
｟
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
｠
に

誘
導
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
動

作
す
る
不
正
な
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
る

手
口
も
発
生
し
て
い
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

〜
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
で

　
　
　
　
　  

侵
入
・
感
染
を
ブ
ロ
ッ
ク
〜

不
正
ア
ク
セ
ス
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
は

他
人
事
じ
ゃ
な
い
！

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
情
報
流
出

【
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
】

ふ
る
さ
と
歌
壇
十
二
月
詠
草

伊
藤
　
清
子

鷹
氏
　
和
幸

佐
々
木
秀
子

竹
田
　
正
子

小
野
田
博
文

伊
藤
　
義
信

伊
藤
　
久
美

内
藤
　
久
代

鈴
木
　
政
子

杉
野
み
つ
子

優 

勝

二 

位

三 

位

伊
藤　
　

勉

西
林　

信
彦

三
城　

信
和

優 

勝　

伊
藤　

礼
子

二 

位　

加
藤　

育
代

三 

位　

杉
野
き
よ
み

優 

勝　

三
城　

信
和

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

一
部

女
子

総
合

優 

勝

森
上　

祥
高

二
部

カ
ナ
リ
ア

こ
だ
ま

つ
い

す
み
か

こ
と
ほ

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

1
月
9
日 

東
栄
町
弓
道
場

・
メ
ー
ル
本
文
中
の
リ
ン
ク
を
安
易
に
開
か
な
い
。

・
メ
ー
ル
本
文
中
の
リ
ン
ク
か
ら
、
開
い
た
サ
イ

ト
で
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
入
力
し
な
い
、

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
。

・
金
融
機
関
で
は
、
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
等
で
口

座
番
号
や
暗
証
番
号
、
本
人
の
個
人
情
報
を
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の

よ
う
な
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
等
を
受
信
し
た
ら

梨
の
葉
は
風
の
足
跡
耕
し
た
土
に
散
ら
ば
る
金
糸
雀
色
の
葉

凍
み
る
朝
山
に
木
霊
す
エ
ン
ジ
ン
音
頑
張
る
姿
に
里
か
ら
エ
ー
ル

天
上
は
下
弦
の
三
日
月
オ
リ
オ
ン
座
地
上
は
霜
が
月
光
に
キ
ラ
リ

老
い
て
な
お
依
怙
地
な
心
増
し
ゆ
く
終
の
住
処
は
温
し
と
お
も
う

静
か
な
る
鎮
守
の
杜
の
し
め
縄
に
新
た
な
年
の
寿
ぎ
を
願
う

我
が
余
命
は
夢
の
形
に
な
ら
ず
と
も
夢
の
ご
と
き
に
過
ぎ
し
年
月

先
生
も
年
を
重
ね
て
き
ま
し
た
ね
　
そ
う
い
う
私
も
二
年
で
六
十

遠
き
日
の
想
い
出
連
れ
て
時
の
旅
　
友
は
駅
弁「
峠
の
釜
め
し
」

友
集
い
昔
話
に
花
の
咲
き
八
十
四
歳
の
女
子
会
と
な
り

日
め
く
り
の
日
に
日
に
薄
く
な
る
を
見
る
正
月
準
備
は
も
う
目
の
前
に
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
6
｠

0
件 

｟
5
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
5
｠

0
人 

｟
1
｠

0
人 

｟
6
｠

5
件 

｟
72
｠

2
件 

｟
25
｠

0
件 

｟
17
｠

0
件 

｟
15
｠

0
人 

｟
16
｠

24
件 

｟
303
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
12
月

●
設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

、
契
約
し
て
い
る
金
融
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
る
。

・
金
融
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
口
座
番
号
や

暗
証
番
号
、
本
人
の
個
人
情
報
を
入
力
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
金
融
機
関
か

ら
通
知
を
受
け
て
Ｕ
Ｒ
Ｌ
｟ア
ド
レ
ス
｠
を
ブ

ラ
ウ
ザ
か
ら
直
接
入
力
し
、
金
融
機
関
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
身
に
覚
え
の

な
い
利
用
代
金
の
引
き
落
と
し
通
知
が
き
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に

連
絡
し
て
、
利
用
停
止
等
の
手
続
き
を
す
る
。

東
栄
町
囲
碁
の
会

会
長
杯

 

囲
碁
大
会

令
和
４
年
１
月
8
日
︵
土
︶

優 

勝

二 

位

三 

位

原
田　

和
人

５
勝
１
敗

平
川　

卓
男

５
勝
１
敗

熊
谷　

吉
男

５
勝
２
敗



施
設
利
用
（
12
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和3年12月の利用者数施　　設　　名 12月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

2,935

1,411

1,524

1,384

 −11）

−6）

−5）

−9）

転 入

転 出

出 生

死 亡

4

9

0

6

12月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

88

19

10,779

270

19

564

（

（

（

（

（

（

155）

202）

7,709）

 227）

0）

463）

1,409

284

73,950

2,042

757

7,108

（

（

（

（

（

（

1,475）

1,082）

72,519）

 2,207）

132）

7,124）

営業当初からの累計利用者数　3,780,753

12月16日～1月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

　大治町では情報発信力を強化するために、町公式

SNSを開設しました。公式SNSでは大治町公式ホー

ムページの新着情報や、災害時には災害対策本部の

発信する情報を掲載します。

大治町友好自治体

納
税
等

納期限： 2月28日

●固定資産税

●国民健康保険料　

●後期高齢者保険料　　●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●
お
悔
や
み

氏　名　　　　  年 齢　 　住 所

関本 衛 ７５ 下川

伊藤 進 ７５ 下川

山城 安 ８９ 本郷

伊藤 政一 ９ １  三輪

片桐 満 ８８ 振草

伊藤 正孝 ８８ 振草

村田 昌寛 ８6 本郷

原田 幸子 89 下川

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をさ

れた方も掲載対象となりますので掲載を希望され

る場合は、お早めに住民福祉課へ申し出ください。

わたなべあや　ひかりのくに

わたなべあや　ひかりのくに　　　　　　　　　

●おやすみやさい

●すっぽんぽーんオザワ部長　ポプラ社

オザワ部長　ベストセラーズ

●吹奏楽部バンザイ！！コロナにまけない

●新・吹部ノート　私たちの負けられない想い

新
着
図
書

東栄町図書室 （のき山学校） 子育て支援センター （にこにこ広場）



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

2 February. 2022

親子教室
（リトミック）

民生委員児童委員
協議会定例会

行政相談

パパママ教室

個別予防接種

個別予防接種

美魔女づくり教室

ノーメディアデー

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ドレミの会

巡回職業相談

広報とうえい  2022.2月号15

表紙について

　1月9日(日)に成人式が行われました。

華やかな晴れ着に身を包んだ新成人たち

は、久しぶりに会う友人や、恩師との会話

に花を咲かせました。
※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

RCA校との
オンライン交流
（中学3年）

中学校入学説明会
（小学6年）

認知症サポーター
養成講座
（小学4年）

学力テスト
（小学校）

北設楽郡教育
研究発表大会

予餞会（中学校）

（小中学校 午前下校）

3 4 5

6

1 2

10 11 12

13

7 8 9

17

24

18

25

19

2620

27

14

21

28

15

22

16

23

3130

32 541



総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

オニスターのおでかけ日記

令和4年2月1日発行   No.746
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編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 155

伊藤優希さん

東栄町在住歴  １6年

（本郷）
ゆうき

オニスターのおでかけ日記
11月から1月にかけて花祭会館で行

われた「花祭展」見に行ったかな？

花祭の魅力が詰まった作品や、実際

に使用していた衣装など多くの展示

が行われただに。

コロナ禍で2年連続、開催できなかっ

た花祭。

700年以上もの間、受け継がれてき

た伝統を今後も存続していくためにも、

多くの人に知ってもらいたいんだ。

今月から数回に分けて花祭について

紹介するで、YouTubeからみてね！
今月の動画

（YouTube）

オニスターの

おでかけ日記

(インスタグラム)


